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プレスリリース

木造住宅の倒壊実験を行います

防災科学技術研究所・東京大学

建築研究所・森林総合研究所

独立行政法人建築研究所（理事長・山内泰之）は東京大学大学院工学系研究科の坂本功

教授、独立行政法人森林総合研究所（理事長・田中潔 、独立行政法人防災科学技術研究）

所（理事長・片山恒雄）と共同で、２月９日午後１時半から、静岡県島田市伊太の島田市

営伊太住宅で、静的加力による倒壊実験を実施します。この実験は、文部科学省の「大都

市大震災軽減化特別プロジェクト」の一環で、既存木造住宅の劣化状況を調査し、さらに

引き倒すことで建物の強度や破壊挙動を調べることを目的としたものです。

「大都市大震災軽減化特別プロジェクト」は、首都圏や京阪神などの大都市圏を大地震

が襲った際の人的・物的被害を軽減するための科学的・技術基盤を確立することを目的と

しています。そのため、理学・工学・社会学など幅広い分野の研究者・技術者の総力を結

集し、平成１４年度から５年計画で、以下の４つの課題に取り組んでいます。

Ⅰ．地震動（強い揺れ）の予測「大都市圏地殻構造調査研究」

Ⅱ．耐震性の飛躍的向上「震動台活用による耐震性向上研究」

Ⅲ．被災者救助等の災害対応戦略の最適化 「災害対応戦略研究」

Ⅳ．地震防災対策への反映

今回の実験は 「震動台活用による耐震性向上研究」のひとつで、坂本功東大教授（防、

災科研客員研究員）をプロジェクトリーダーとして実施します。地震防災研究としては、

防災科学技術研究所が兵庫県三木市に建設中の「実大三次元震動破壊実験施設（Ｅ－ディ

フェンス 」などの震動台を使って行う構造物の耐震性向上を目指した実験の準備実験と）

なります。

木造住宅の多くは耐震性能が不充分な場合が多く、その補強による耐震性の向上が国民

。 、 、の生命・財産を守るうえで最重要課題です また 既存の木造住宅といっても様々な構法

構造仕様があり、耐震性の評価が難しいばかりでなく、構成部材の生物劣化などの経年変

化を起こしている場合も少なくありません。そこで、同様の構法、構造仕様を有する複数

の木造住宅の劣化状況調査と構造実験などを行い、劣化状況と建物の強度の関係を検討す

る必要があります。

今回は、静岡県と島田市の協力を得て、島田市営住宅での調査と実験を行います。調査

実験の主な項目は、①常時微動測定、起振機による加振実験②劣化状況調査③住宅内の温

湿度調査④静的加力による倒壊実験⑤下見板外壁の散水実験－の５つです。

公開するのは、静的加力による倒壊実験の一部となります。

取材を希望される場合は、

静岡県住宅部建築安全推進室（ ､ ）Tel:054-221-3076 Fax:054-221-3567
にご連絡ください。
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取材上の注意

１．実験の実施日と場所

日 時 ： ２００４年２月９日（月）

（天候や作業の都合で変更されることがあります。また、倒壊の

予定時刻は 頃を予定していますが、加力開始は 頃です ）15:00 11:00 。

場 所 ： 静岡県島田市営伊太住宅（島田市伊太２０６７）＝案内図参照

現地までの交通手段：ＪＲ東海道線、島田駅よりタクシーで約１０～１５分

２．実験に先立つ説明

２月９日 から13:30
市営伊太住宅に隣接する島田学園樟風館（案内図２参照）で行います。

３．実験に用いる家屋（写真１）

、 。（ ， ）建築後４３年を経過した木造住宅で 建築面積約３６㎡の平屋です 図１ 写真１

倒壊実験では、横方向からワイヤ等で引き倒します （図２）。

図１ 供試住宅の平面図 写真１ 供試住宅の外観

加圧治具 ロードセル チェーンブロック 高力ボルト

図２ 加力試験の概要

４．実験には危険が伴います。取材にあたっては、実験担当者の指示に従ってください。

 

和室(6帖) 和室(4.5帖)

板の間
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なお、詳細は

建築研究所

材料研究グループ 槌本敬大（電話 、 ）0298-64-6656 tutti@kenken.go.jp
構造研究グループ 五十田博（電話 、 ）0298-64-6639 hisodak@kenken.go.jp

にお問い合わせ下さい。

（注）参考までに、今年１月２６日に実施した倒壊実験の模様をつけました。

 

 

 




